
年 月 日 （ 土 ） ：

分 ／ 分 無

／ 人

2 0

2 0

番 番

No. 号 号 No.

43 分 3 年 21 1 3 年 分

分 3 年 3 21 1 年 HT 分

分 3 年 7 4 3 年 分

分 1 年 5 8 2 年 分

分 1 年 2 6 3 年 分

分 3 年 14 16 1 年 分

分 1 年 18 11 2 年 分

分 3 年 8 7 3 年 分

分 3 年 4 9 3 年 分

分 1 年 9 10 3 年 分

分 1 年 6 18 1 年 分

21 分 2 年 12 12 2 年 分

分 3 年 24 3 2 年 分

分 3 年 25 5 2 年 分

分 2 年 26 13 2 年 分

分 1 年 19 15 2 年 分

分 3 年 11 17 1 年 分 21

分 3 年 13 19 1 年 分

分 年 20 1 年 分

分 年 24 1 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 8 1 － 0

分 18 2 － 0

分 18 3 － 0

分 4 4 － 0

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 
兵庫県高体連サッカー部令和３年度兵庫県高等学校女子サッカー選手権大会 決勝R3節 【16】

日  時 2021 10 9 10 00 キックオフ 会  場  みきぼうパークひょうご第3球技場

天  候 晴れ 風 弱風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 無 ／  PK戦

運営責任者 堀口　泰司 会場主任 堀口　泰司 記  録 宮脇　加奈 岡本　夕季 観  衆 無観客

主  審 笠原  弘樹 副審１ 樋口　秀一 副審２ 石塚　俊一 第４の審判員

 チーム名 kick off

4

前半

0

 チーム名

神戸弘陵学園高校 後半 六甲アイランド高校
延前

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 藤田　碧海野張　咲菜 GK

DF 安達 紗耶夏佐藤　伽蓮 DF

DF 古谷　姫雅大場　柚季 DF

MF 金井　   綾1 金　   璃央 DF

MF 松島 祐希奈 11 1 有木　心花 DF

MF 土井　天音宮下　祐奈 MF

MF 中田　歩果2* 2* 富倉　光俐 MF

MF 色川　千遥 11* 河場 なずな MF

MF 廣谷　   築 1 11* 4 遠山　清颯 FW

FW 芝本   　鈴 1 1桂　   菜乃 FW

FW 筒井　望月 22 1 大場　舞咲 FW

DF 横山 こころ喜舎場　紅 GK

DF 池田　果穂中村 紅瑠子 DF

MF 境　有咲子小林　美琴 DF

FW 片山　元乃高岡 友佳梨 MF

MF 粟賀　花音岡田 この美 FW

DF 木内　美里北野　寛奈 FW

MF 孝久 ことね高垣　   心 FW

MF 今井　   華

FW 杉本 穂乃華

警・退 氏　　名 事 由

53 16 6 10

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

7 6 1 Ｇ Ｋ

シュート 3 5 8

1 15 1 4 Ｃ Ｋ 0

8 6 14

0 0 0

2 直接ＦＫ 1 3 44 2

0 0 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 1 1 2

67

55

7

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

得

点

経

過

0 0 0

戦

評

[備 考] 新型コロナウイルス感染予防対策のため、無観客での試合開催

戦評者 所 属 夢野台 氏 名 𠮷田  陽一

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

6 神戸弘陵 河場 右

  神戸弘陵は4-1-4-1、六甲アイランドは3-5-2の布陣でキックオフ。序盤勢いよくスタートしたのは六甲アイで、ファーストシュートは4
分に六甲アイ⑨廣谷が放った。しかし神戸弘陵は右サイド④遠山のクロスを起点に6分に⑧河場がゴールし先制。7分には⑱富倉が追加点をあ
げた。その後も神戸弘陵は⑭宮下が中盤のバランスをとりながら両ワイドを起点に試合の主導権を握り再三六甲アイゴールに迫った。2-0で
前半終了。後半序盤は立て続けに六甲アイが神戸弘陵ゴールに迫ったが、決定機を決めきることができなかった。その後は互いに相手の背後
へボールを配球しチャンスをうかがう均衡した展開となった。後半の飲水タイム後は、再び神戸弘陵が⑥大場のポストプレーや④遠山の突破
から試合のペースをつかみ出した。拮抗が崩れたのは55分。神戸弘陵③佐藤の右からのクロスに⑱富倉が上手く合わせ追加点をあげる。さら
に67分、⑥大場の左サイドからのクロスに④遠山がファーサイドで合わせて4点目をあげた。六甲アイも⑥松島⑦色川の中盤でのインターセ
プトから⑩芝本がカウンターを仕掛け最後まで神戸弘陵ゴールに迫った。また守備の面でも④古谷を中心に最後まで粘り強く守備を続けた。
神戸弘陵も最後まで両ワイドからの攻撃を続け、六甲アイゴールに迫り続けた。4－0で試合終了。両チームともに3年生の活躍が際立つ試合
展開であった。上位大会進出を目指した両校の健闘に賛辞を送りたい。

神戸弘陵 富倉 右 ④ S 中央 相手GK こぼれ球 ⑱

④ → ⑧ S

神戸弘陵 富倉 右 ③ ∩ ⑱ S

S

神戸弘陵 遠山 左 ⑥ → ④ S


